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原　　著
特別活動との関連づけによる道徳的実践力の研究
作田　澄泰※ 1　黒﨑　東洋郎※ 2
　社会の変動の激しい時代にあって，地域の大人とのつながり，学校での友だちとのつながりでさえ希薄になる
傾向が進んでいる。望ましい人間関係がつくれなかったり，自分の目標を見失ったり，自分に自信を失ったりす
る子どもが増えている。こうした子ども達が望ましい人間関係を築くことができるようになるためには，日々の
生活において他者，社会に積極的に関わり，人間としてのよりよい在り方を自覚し，よりよい生き方を求めてい
く中で，望ましい道徳性をはぐくむ必要がある。
　そこで，同年齢とふれあう学級活動や異年齢児童とふれあう学校行事などの特別活動を通じて，他者や社会に
積極的に関わる道徳教育を行う。こうした体験的に自分の周りの人を思いやる心，正義や公正を重んじる心，協
力し合う心をはぐくめば，社会性や相手の立場を思いやる心の大切さに気づき，望ましい人間関係を築き上げる
ことができると考える。本研究では，特別活動との総合単元的道徳学習の実践事例をもとにして，子ども達の心
の変革の要因を分析・考察し，道徳的実践力の育成の効果を検討する。
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Ⅰ．はじめに
　社会の変動に伴い，地域社会において人とのつなが
りが希薄になっている。学校においても，子どもたち
は望ましい人間関係をつくることが難しくなってお
り，いじめ，不登校，ひきこもり等の問題行動が目立っ
ている。一体何故，このような問題行動が多くなっ
たのだろうか。他者や社会に積極的に関わる活動を
重視し，周りの人を思いやる心や，正義や公正を重
んじる心を育み，人間としてのよりよい在り方や生
き方を追求する道徳性の育成について考察していく。
　人間としての生き方を身につけていくためには，や
はり学級集団をよりよいものにする必要があり，学
級での授業の在り方，その基盤となる学級経営が問
われる。学級経営とはいえ幅広く，一口に言っても
多くの授業や特別活動などのすべての学校教育活動
全体に関わる。その中でも，子どもたちにとって最
も重要な「生きる根源」となっていくのが，「人との
かかわり」「多くの体験」の部分である。また，感性
の不足が懸念される今日，感性の充実を目指した体
験活動の充実を考えていかなければならない。
Ⅱ．人間関係の習得を考えた学級経営
　学級は本来，子どもたちにとって意欲的に，互いに
認め合える「より良い人間関係づくり」の構築が必
要である。この人間関係づくりが良好に進めば，子
どもたちは安心して個性や能力を十分に出し，人間
としてよりよい生活をすることができる。
　学級担任として子どもたちが望ましい人間関係を
はぐくむこのできる学級経営を構築していくには，人
間性を育成するために必要な発達段階を踏まえた子
どもたちの人間関係の習得及び学級集団の成長の過
程を理解することが重要である。
　学級集団は，
　①学級に属するという意図的な出会いによる段階
　②自然発生的な小集団が生まれる段階
　③活動を通した集団ができる段階
　④問題解決を図る集団の段階
　⑤社会性をはぐくむ集団の存在を願う段階
という 5つの段階を経て形成される。
　子どもたちの人間関係も 4つの学びを体験しなが
ら成長する。それは，
　①遊びの中の学び
　②相手の存在を認め合うようになる学び
　③集団生活の向上を図る学び
　④協力し合うことの大切さを生き方に結び付けて
　　いく活動の学び
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の 4つの学びを通して、体験的に成長していくと
考える。
Ⅲ．道徳教育と学級経営のあり方
1　他者、社会とのつながり重視
　道徳教育は，学校教育全体活動において行われるも
のであるが，子どもたちにとっての生活の場は，主
に学級である。子どもたちを取り巻く様々な出来事
のほとんどは，学級で起こっている。また，学級には，
他の人々と関わり合いや，集団としての自分の言動
のあり方を考える機会も多くある。よって，学級で
の生活が道子どもたちの徳性、特に、道徳的実践力
の育成に深く関わっていると考える。
　こうした道徳心を育成するためには，やはり人間関
係が充実した学級経営，すなわち，「人と人とのつな
がり、きずなを高める学級経営」が大切となる。学
級集団は個々の子どもたちの目的を達成するために
だけにあるのではない。集団での生活の仕方を学び，
将来社会で、他者や社会に積極的に関わって生きて
いく力を培う場なのである。人は，一人では生きて
いけないことを学び，他者や社会に主体的に関わり、
その集団の中でよりよく生きる生き方を試行錯誤し
ながら，個と集団が共存してよりよく生きることが
できることを体得させていくことが大切なのである。
2　コミュニケーションと道徳性
　様々な道徳的価値をもつ子どもの集まる学級では，
道徳的価値観の違いから、時として、活動する中で
様々な問題が生じることがある。心ない言動で人を
傷つけたり，傷つけられたりするようなこともある
だろう。このような場合、互いに言動の背景にある
お互いの道徳的価値観に寄り添い，自分の思いを素
直に話し合う学級集団づくりが大切である。互いに
コミュニケーションを図ることを通して，子ども達
それぞれの内面にあるさまざまな道徳的価値観を照
らし合わせて、道徳的価値観や道徳心を培い、補強し、
ブラシュアップして再構築していく。このように他
者や学級という社会と積極的に関わり、人と人との
きずなを高める学級は、道徳性の育成の基盤となる
と考える。
3　教師の役割
　学級経営に於ける集団づくりは，教師の心構えと
いうものが大切である。教師は，どのような学級に
していきたいという目標を子ども達と共有し，常に
子ども達に意識させることに努めなければならない。
学年当初では、子どもたちと一緒に「学級目標」を
考えさせたりする。自分自身の個人的な目標も大切
だが，こんな学級にしたいという学級集団としての
目標も真剣に考えてもらいたい。学級集団をつくる
のは子どもであり，子どもの心や気持ちが集結しな
ければ，個人も学級集団も成長していくようなより
よい学級集団へと向かっていくことは不可能だから
である。
　教師は，どれだけ子どもたちに集団の意味を語っ
ているだろうか。どれくらいの子どもたちが，自分
を成長させてくれる学級集団づくりに向けて授業を
受け，活動しているのだろうか。学級集団は競争意
識を高め，算数や国語等の教科に関する知識・技能
をより効果的に習得するためにあるのではない。係
の仕事を分担するのも、係の仕事があるからするの
ではない。他者や社会に効果的に参加し、友だちと
切磋琢磨なしながら、人間としてよりよく生きるた
めに、協働して活動しながら、人間として大切な道
徳心や他者とともに生きる道徳的実践力を学び合う
ために，学級集団として生活してことを実感的に味
わわせるようにすることが大切である。
4　学級活動と道徳的価値・道徳心のはぐくみ
　係活動は，学級が機能するために必要不可欠であ
る。子どもたちがそれぞれの役割を果たし，学級での
生活が支障なくやっていけることを目標としている
だけではない。自分の役割をきちんと果たすことで，
自分は，学級集団に一員として役に立つのだという
自己肯定感を持つことができる。また，学級の仲間
と協働して係活動を通して信頼関係を築くことがで
き，人と関わり、信頼友情が生まれていく満足感を
意識することができる。このように係活動は、学級
集団で活動するよさに気付き、学級の皆のために自
主的に係活動をするようになる。このように，学級
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の一員としての役割を担う係活動は，自分自身を成
長させる活動なのである。係活動を通して，責任感，
助け合い，信頼・友情，自主性など様々な道徳的価
値や道徳心を育むと考えられる。こうして、自分は
集団の一員としてなくてはならない存在であること
に自覚し，学級のために自主的に活動することが係
活動の意義なのだということをぜひ子どもたちに認
知してもらいたい。係活動の意義を知ることで，係
活動のとらえ方が変わり，役割をきちんと果たした
かどうかではなく，人間としてのよりよい生き方に
目が向けられるのではないかと考える。
　学級生活では，ルールやマナー，秩序について考え
る機会が多くある。集団の中の一人として，どう行動
すべきか自ら判断していかなければならない。集団に
居て各自が自由に言動すれば、他者に迷惑がかかり、
そこに、初めて互いの立場を考えて言動し、自分の自
由を大切に知るためには、他者の自由も尊重し、そ
のためには、ルールや道徳心が大切であることを実
感的に知ることができる。学級は，ものの見方考え方、
道徳的価値観の違う人間集団がよりよく生きていく
ための困難さやすばらしさを学ぶ場がある。学級は，
他者や社会とかかわって互いに道徳的価値観を価値
葛藤しながら磨き合う場所である。時として、苦しい
目に遭うけれども、仲間のよさ、集団のよさに気づき，
互いが絆を深めていくことができるような集団づく
り，学級経営をめざすことが道徳的価値観、道徳心
を培うために大切なのである。
5　地域との連携
　道徳性の育成のためは、地域との絆も大切にした
い。例えば，ゲストティーチャーを招き，実体験の
話をしていただく。または，総合的な学習の時間で
地域学習を取り上げた際に、地域の伝統的な文化を
伝える感動的なビデオを視聴し、地域の人に解説し
てもらうようにするなどである。体験した人の話に
は聞き手の心を動かす力がある。感性に訴えるもの
は，言葉の説明よりもインパクトがあり，心に響く。
「いいな」と心の底から思う経験を味わわせることが
大切である。
　冒頭でも述べたように，自然体験・社会体験が少
なくなっている子どもにとって，実際に体験するこ
とは非常に意味がある。なぜなら感性が磨かれるか
らである。聞く・見るよりもやってみる方が刺激は
多く，感動も大きい。今まで頭で建て前として分かっ
ていた道徳的価値も，心の底から実感できるような
実体験が子ども達には必要なのである。
　他者や社会とかかわりあって生きるよさや人との
関わり合いを大切にする心を持ち続けるためには，普
段の生活の中でも、それを感じられる環境にあるこ
とが望ましい。毎日顔を合わせる学級の仲間との関
わりの中には，「よかった」「すばらしい」と思える
ことがいくつもある。相手を大切に思いやりながら，
互いによさを見つけ，認め合い，私もそう生きたいと
感じられる人間関係を持ち続けることが大切である。
そのために，教師は学級において，子どもたちのよ
さを率先して見つけていくこと，共に感動が得られ
るような活動を取り入れ，人と関わることのよさを
感じられる毎日にしていくことが必要なのである。
Ⅳ．人間関係の充実と子ども理解
　人間関係が充実した学級にするために，子どもた
ちが互いのよさに目を向け，互いに認め合い，本音
で話せるといったコミュニケーションが活発に図ら
れることを目指していく必要がある。そのためには，
まず教師が子どもたちのよさを見つけ，深めたり広
げたりすることが必要となるだろう。
　教師が子ども理解するために必要な点を次のよう
にまとめた。
・児童生徒理解のためには，教師自らも児童生徒と
行動や会話をともにして教師と児童生徒の人間関
係を構築していく。
・教師は児童生徒の行動を表面的に捉えるのではな
く、行動の背後にある感情を理解しようと努める。
・必要なときに最小限の援助をすることで，児童生
徒が自ら進んで物事に取り組む自主性を育てる教
育を展開する。
・児童生徒の行動の変容は教師の接し方しだいであ
ることを十分認識しておく必要がある。
・どんな小さな児童生徒の変容も見逃さないという
視点に立ち，児童生徒に教えるのではなく，とも
に学ぶことを理解させるための支援をする。
　具体的な取り組みとして，昼食の時間や休み時間，
放課後などに教師が児童生徒に言葉を掛けて「小さ
な出会い」をつくったり，思っていることが何でも
書けるノートを書かせ，教師がそのノートに思った
こと，感じたことを書いて，関わり合いを深めたり
することが考えられる。
　子どもたちが教師に期待するものは，教師としての
専門性（知識や技術）だけではなく，人間味やその
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教師自身の生き方を求めていくと思われる。この点
が不足すると信頼関係は構築できない。子どもたち
とのコミュニケーションを大切にしたあたたかい存
在として接することにより，たとえ小さな問題であっ
てもその場限りに終わらせず，常に子どもたちの様
子を把握し，人間理解と真相の究明ができるように
教師の熱意と努力をしていくことが何よりも大切と
考える。
Ⅴ．特別活動を中心とした道徳教育の実践
1　授業実践の構想
　特別活動を通して、道徳的実践力を育む学級集団
を育てていくためには，互いにコミュニケーション
を図り合い，子どもたち自身が学級集団の一員であ
るという意識を高めていく必要がある。合唱コンクー
ルや運動会などでは，みんなでやり遂げた活動の事実
を喜び合い，感動し合うことを通じて，満ち溢れた
達成感を得ることができる。このような体験は，学
級のモラルを高めていくことができる。
　そこで、このような感動体験を得ることができる
よう，学級活動や学校行事などでは，子どもたちが
意欲的に活動し，学級への所属感や相互に認め合え
る雰囲気を高めるような活動の工夫が大切である。
　特に、学級集団の人間関係の実態を十分に考えた
学級活動の授業をつくり，児童生徒一人ひとりが達
成感あるものとして，自己実現につなげていけるよ
うな総合単元的な視点からみた道徳教育を考えてい
く必要がある。
　
　　　　
2　学級づくりを基盤とした道徳実践計画
　「クラス全員が思い出に残るアルバムをつくろう」
を主題に、学級会活動を通して道徳的実践力を伸ば
す総合単元的道徳学習の実践事例を紹介する。
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3　 学級づくりを基盤とした道徳的実践力を育む授業
の実際
（1）話し合い活動
　「クラス全員が思い出に残る卒業アルバムをつくろ
う」を主題が紹介され、その提案が述べられた。こ
れに対して、次のような声が上がる。提案した子ど
もの意欲が萎えるような発言が上がる。
・「めんどう。やりたくない。」
・「どうして，こんなことをしなくてはならないのか。」
・「アルバムをつくって何になるの。」
・「そんなことをやっている暇があれば，他の勉強を
　したい。」
・「自分たちだけで作って，他の人は手伝ってくれな
　いからつくりたくない。」
こうした自分中心の声は自分のことだけ考えている
学級集団の雰囲気がある。
　こうした児童に対して、卒業アルバムを作成しよ
うと提案する児童は、小学校を卒業するという人生
の節目の意義を問いかける。
・小学生だったとき、どういう友だちとどんな遊びを
したのか、どんな運動会にみんなと力を合わせてが
んばったのか、心に残るアルバムをつくって見ませ
んか。
・何も役に立たないと言うけれど、そうなのかな？
  係活動を一緒にがんばった足跡があれば、苦しいと
きにがんばろうと思うのではないか。
・運動会のリレーでこの組が優勝したとき、チーム一
丸となって喜び合いましたね。リレーの練習は、面
倒だ、苦しいといいながらも、みんなはげましあっ
てがんばりました。こんな思い出は是非残したいと
おもいますが、どうですか。
・賛成です。思い出を残すことは、訳に立つことがあ
ると思います。
（2）アルバムづくりの学級会活動の授業
　初めは面倒だと言っていた児童も，道徳の時間の
総合主題「仲間と共に生きる」において「信頼友情」「寛
容・謙虚」「勤労・公共心」に関する道徳的価値に触れ、
それを実践する道徳的実践力を培った児童は、卒業
アルバムを作成しようと提案する児童の意見を受入、
グループでのアルバムづくりに参加していく。
・「段々と，アルバムづくりが楽しくなってきた。」
・「今まであまり話さなかった人とも話ができ，協力
してできるようになってきた。」
・「アルバムづくりが楽しい。」
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・「残り少ない学校生活を大切にして，思い出の残る
アルバムをつくりたい。」
　こうしたアルバムづくりの学級会活動の授業も、休
憩時間、放課後を利用して互いに班で協力し合って
いく姿が多く見られるようになった。今まであまり
声のかけられなかった児童も，声をかけられ互いに
笑顔が見られ，関わり合いを楽しんで行っている姿
がみられた。
 
Ⅵ．道徳的実践力のはぐくみとその要因
　「クラス全員が思い出に残る卒業アルバムをつくろ
う」を主題にした学級会活動の授業実践を通して，子
どもたちの学級の仲間と共によりよく生きたことを
強く意識する道徳的心情が高まってきた。互いに進
んで声を掛け合うなど，かかわり合いが多く見られ
るようになり，アルバムづくりだけでなく，学級で
の係活動やグループ学習でも，以前と比べてより一
層協力し、自分たちで考え自主的に活動を進めるこ
とができるようになってきた。
　子ども達がこのように変化した要因として，次の
ことが考えられる。
・道徳の時間との関連付けた総合的主題の道徳教育
の実践
・児童の道徳性の発達の実態に合った課題設定
・児童それぞれが役割を持ち，達成感を得られるよ
うな主体的活動
・自尊心の高まりと自己実現の欲求
特設道徳の授業は、道徳的判断力や道徳的心情を培
うだけに留まり、いわゆる、道徳的実践力の範囲か
ら一歩踏み出した道徳的実践に結びつかないという
問題点を指摘されてきた。そこで、道徳の時間の総
合主題「仲間と共に生きる」において「信頼友情」「寛
容・謙虚」「勤労・公共心」と関連させることで，今
日忘れかけていた心を思い出し，今の生き方そのも
のを問い正し、自分たちを深く見つめ直していくよ
うにした。その結果，今までの自分たちの心が大き
く変わり，仲間と共によりよく生きることを目指し
て、協働して思い出に残るアルバムづくりに取り組
んでいったと考える。
　次に、「アルバムづくり」という課題は，卒業を間
近に控えた児童にとって，小学校生活最後に何か残
こしたいという児童の実態に即した課題設定だった
ため，意欲・関心を持ちやすかった。はじめは面倒がっ
た児童も，次第にアルバムづくりの活動に主体的取り
組む姿に変わり，学級全員が「一生の思い出をつくる」
という目標に向かって、各グループ毎に協働して活
動することができた。
　さらに，一人一役持たせ，活動方法や内容は児童
に任せることにした。責任もあり大変だったが，協
力や励まし合うことの大切さを身にしみて感じ，完
成したときの喜びを分かち合うことができた。同時
に，自分が学級のために役に立てたという充実感を
味わうことができたと思われる。
　最後に、子どもたちは「アルバムづくり」を通じて，
自分が学級のみんなから価値ある存在と認められた
と感じ，自分を肯定的に受け入れられるようになっ
た。自分で考えて行動することに自信が持て，もっ
と自分の持つ能力や可能性を発揮したいと思うよう
になったと思われる。その結果，日常でも自分の考
えを生かし，活動をよいものにしようとする姿が見
られるようになったと考える。
　
Ⅶ．授業実践を通して、特別活動と道徳教育の関連
を考える
　学校における道徳教育は，学校の教育活動全体を通
じて行われるものである。したがって，子どもたちが
生活するあらゆる場面において道徳教育の機会があ
る。各教科，総合的な学習の時間，特別活動などの
時間における道徳を「体験による道徳」とするならば，
道徳の時間は，子どもたち一人一人に「道徳的価値
を自覚させ，深める」時間と言えよう。道徳の時間は，
学校の教育活動全体で行われる道徳教育を振り返り
ながら，自分自身がとらえている道徳的価値を自覚
し，より多面的に自律的にとらえ直し深めていくの
である。したがって，道徳の時間と道徳の時間以外
の学校の教育活動は，切り離して考えることはでき
ない。
　特設道徳の話し合いや資料などから，人として人
間楽し生きるための道徳的価値について理解するこ
とはできる。その際には、他の児童の道徳的価値観
を意見を通してふれ，それらと自分のとらえ方を比
較吟味し，自分自身とのかかわりで道徳的価値をと
らえ直すことで，道徳的価値の自覚は深まっていく。
　ところが、こうした道徳的価値は、資料道徳の中の
ストリーとして捉えられがちで、道徳的価値を自分
の生活に必要な価値として意識させることは難しい。
そこで、特設道徳で育んだ道徳的価値を、他の教科や
特別活動の時間と関連づけた指導により，道徳的心
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情や道徳的判断力を，自分の生活に必要な価値とし
て実体験を通して強く意識させ、道徳的価値を生活
に生かすようにすることが大切であることが分かっ
た。子どもたちが特設道徳で理解した道徳的な判断
力や心情が、他教科や学級会活動の中で生かされる
ことで，道徳的価値、道徳心が深化・統合・補充され，
子どもたちの内面にある道徳的価値が深まる。それ
は、単に道徳的実践力に留まることなく、道徳的実
践へと 1歩踏み出すと心の原動力となるのである。
　中でも，実生活、実体験をともなった心に響く感
動体験は，価値の深まりに意味あるものとなる。上
記でも示した特別活動の実践例のように，互いに認
め合い励まし合い，目標を達成した体験は，感動と
言っても観覧性の高い感動ではない。活動を通して、
次第に助け合いの大切さや勤労するよさ、友だち同
士信頼する素晴らしさなどをひしひしと自覚するよ
うな感動である。こうした感動をともなった道徳的
価値を十分に感じた体験は、より人間らしくよりよ
く生きるための原動力となり、いつまでも自分自身
の生き方に働きかけるものと考える。
　こうした学級づくりを目指した特別活動の実践の
ように，学級の仲間との絆を高め，助け合いの大切さ
を知った児童は，もっと仲間との友情を深めたいと
いう気持ちを持つようになり，相手のことを思いやっ
た行動が主体的にできるようになっていく。助け合
いの大切さを意識して行動しようとしているのであ
る。未来の自分を思い描かせ，それに近づけるよう
意識づけることが大切なのである。これからの道徳
教育では，自分の将来を見据え，今後自分はどのよ
うな生き方をしていきたいのかを考えていくような
道徳教育が求められるのではないかと考える。
Ⅷ．まとめ
　特設道徳の授業の最大の課題は、培ったはずの道
徳的価値を子どもたちが資料道徳の範疇から 1歩踏
み出すことができないでいることである。すなわち、
物語の中での道徳的価値を理解するけれども、自分
の生活の中で必要な価値と意識することができない
のである。
　そこで、本研究では、特設道徳と特別活動、特に、
学級会活動との関連を図り、「クラス全員が思い出に
残るアルバムをつくろう」を主題に、学級会活動を
通して道徳的実践力を伸ばす総合単元的道徳学習を
構想し、授業実践した。この実践研究の目的は、特
設道徳で掘り起こした「信頼友情」「寛容・謙虚」「勤
労・公共心」に関する道徳的価値を道徳的実践力から、
1歩踏み出して、自分たちの生活に生かす実体験を通
して、道徳的実践に移す態度を育成することとした。
　「クラス全員が思い出に残るアルバムをつくろうと
いう学級会活動（話し合い活動及び協働でアルバム
をつくる活動）を通じて，児童が互いに認め合い，
共に協力して事を為し遂げたときの充実感を味わっ
たとき，自分の責任を果たせたことの満足感や人の
役に立つことの喜びを得ることができる。こうした
クラスの人間関係の中で体験した感情は，人間とし
てよりよく生きるための確かな「道しるべ」となり、
自分たちの将来に向けた人間らしく生きる歩みを後
押しするのである。
　ボランティアなどの社会体験や自然体験を教育課
程に位置づけ，道徳の時間や他の教科に関連させる
ことは重要であるが，平素の学級会活動や身近な学
校行事などの活動に，学級全員が積極的にかかわり，
互いの心のふれあいを深めていくことができれば，
望ましい人間関係を構築する中に，道徳的価値を深
める機会がいくつもある。この機会を捉え，子ども
達にとっての道徳的体験になるように指導の工夫や
集団づくりに努めたい。仲間との関わり合いを通し
て，新たな自分の発見と共に生きる「自分たちの道」
を目指して、自分を見失うことなく，「今の自分はこ
れでいいのか。」「あのときの，自分はどうしたのか。」
と自分自身や自分たちを見つめ直させることが大切
である。
　このように、道徳的価値が資料の世界に留まるこ
となく、自分や自分たちの生活に生きて働くもので
あることを実感的に理解させる道徳教育の実践の充
実させることが今後の課題である。
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A　study　on　cultivation　of　moral　execution　with　 extracurricular　activities
It　seems　that　children　tend　to　weaken　relationships　between　other　people　or　friends　
at　school.　The　number　of　children　who　lose　their　goals　and　confidence　are　increasing，
because　they　can’t　construct　desirable　personal　relationships．In　order　for　them　to　be　
able　to　do　it，they　need　to　foster　their　morality　through　taking　part　in　the　society　
and　others　positively　and　seeking　the　better　way　of　life　as　a　human．Therefore，we　try
　to　create　the　moral　education　that　children　can　have　connections　to　others　and　the　
society　through　extracurricular　activities　such　as　class　activities　and　school　events．This　
education　will　develop　the　mentalities　that　care　for　others，value　justice　and　equity，and
　cooperate　with　others．We　insist　that　these　effects　encourage　children　to　notice　the　
importance　of　caring　for　the　society　and　other’s　positions　and　construct　the　better　
personal　relationships.　This　study　provides　some　example　projects　about　comprehensive　unit
　moral　education　with　extracurricular　activities，and　explores　the　effect　of　cultivation　of　
moral　execution.
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